
この PDF パッケージには複数のファイルが含まれています。
PDF パッケージに含まれる文書の閲覧、作業には、Adobe Reader または Adobe Acrobat の 
バージョン 8 以降のご使用をお勧めします。最新バージョンにアップデートいただくと、 
次のような利点があります。

•  効率的で、統合された PDF 表示

•  簡単に印刷

•  クイック検索

最新バージョンの Adobe Reader をお持ちでない場合

ここをクリックして最新バージョンの Adobe Reader をダウンロードできます

既に Adobe Reader 8 をお持ちの場合
この PDF パッケージ内のファイルをクリックして表示できます。

http://www.adobe.com/jp/products/acrobat/readstep2.html




【表紙】 


【提出書類】 確認書 


【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 


【提出先】 関東財務局長 


【提出日】 平成21年５月15日 


【会社名】 セーラー万年筆株式会社 


【英訳名】 The Sailor Pen Co.,Ltd 


【代表者の役職氏名】 取締役社長 碓井 初秋 


【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。 


【本店の所在の場所】 東京都江東区毛利二丁目10番18号 


【縦覧に供する場所】 セーラー万年筆株式会社大阪支店 


（大阪府東大阪市菱江三丁目15番29号） 


セーラー万年筆株式会社天応工場 


（広島県呉市天応西条二丁目1番63号） 


株式会社東京証券取引所 


（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 


 （注）大阪支店及び天応工場は、法定の縦覧場所ではありませんが、投資家の便宜のため縦覧に供しております。 


  


2009/05/18 19:09:0208528589/セーラー万年筆株式会社/四半期報告書/2009-03-31







１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】 
  当社代表取締役碓井初秋は、当社の第97期第１四半期（自平成21年１月１日 至平成21年３月31日）の四半期報告


 書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。 


２【特記事項】 
  特記すべき事項はありません。 
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第一部【企業情報】 


第１【企業の概況】 


１【主要な経営指標等の推移】 


 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお


りません。 


２．売上高には、消費税等は含まれておりません。  


３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ


ん。  


回次 
第97期 


第１四半期連結
累計(会計)期間


第96期 


会計期間 


自平成21年 
１月１日 


至平成21年 
３月31日 


自平成20年 
１月１日 


至平成20年 
12月31日 


売上高（百万円） 1,636 8,366 


経常損失（△）（百万円） △16 △366 


四半期（当期）純損失（△）（百


万円） 
△2 △444 


純資産額（百万円） 2,208 2,225 


総資産額（百万円） 7,742 8,419 


１株当たり純資産額（円） 49.08 49.49 


１株当たり四半期（当期）純損失


金額(△)（円） 
△0.06 △9.96 


潜在株式調整後１株当たり四半期


（当期）純利益金額（円） 
－ － 


自己資本比率（％） 28.3 26.2 


営業活動による 


キャッシュ・フロー（百万円） 
24 58 


投資活動による 


キャッシュ・フロー（百万円） 
305 21 


財務活動による 


キャッシュ・フロー（百万円） 
△352 △731 


現金及び現金同等物の四半期末


（期末）残高（百万円） 
663 679 


従業員数（人） 205 205
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２【事業の内容】 


    当第１四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はあり


  ません。また、主要な関係会社に異動はありません。 


  


３【関係会社の状況】 


   当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 


  


４【従業員の状況】 


(1）連結会社の状況 


 （注） 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、[ ]内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し


ております。 


(2）提出会社の状況 


 （注） 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期会計期間の平均人員を［ ］外数で記載しており


ます。 


平成21年３月31日現在


従業員数（人） 205 [219] 


平成21年３月31日現在


従業員数（人） 200 [219] 
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第２【事業の状況】 


１【生産、受注及び販売の状況】 


(1）生産実績 


 当第１四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 


 （注）１．金額は販売価格によっております。 


２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 


(2）商品仕入実績 


 当第１四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 


 （注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 


(3）受注状況 


 当第１四半期連結会計期間の受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 


 （注）１．金額は販売価格によっております。 


２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 


３．文具事業においては、見込生産を行っております。 


(4）販売実績 


 当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 


 （注）１．当第１四半期連結会計期間において販売実績が総販売実績の10％以上となる相手先はありません。 


    ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 


事業の種類別セグメントの名称 
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成21年１月１日 


至 平成21年３月31日） 
前年同期比（％） 


ロボット機器事業（千円） 290,348 － 


文具事業（千円） 1,064,078 － 


合計（千円） 1,354,426 － 


事業の種類別セグメントの名称 
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成21年１月１日 
至 平成21年３月31日） 


前年同期比（％） 


ロボット機器事業（千円） － － 


文具事業（千円） 361,910 － 


合計（千円） 361,910 － 


事業の種類別セグメント
の名称 


受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％） 


ロボット機器事業 287,000 － 238,000 － 


事業の種類別セグメントの名称 
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成21年１月１日 
至 平成21年３月31日） 


前年同期比（％） 


ロボット機器事業（千円） 358,771 － 


文具事業（千円） 1,277,993 － 


合計（千円） 1,636,764 － 
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２【経営上の重要な契約等】 


   当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 


  


３【財政状態及び経営成績の分析】 


  （1）当第１四半期連結会計期間の経営成績の分析 


    当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国に端を発した世界的な金融危機の影響を受け、企業


   収益の急速な悪化に伴う設備投資の停滞や、雇用、所得環境の厳しさによる個人消費の低迷という状況が続き


   ました。 


    このような状況のもと、当社グループは積極的な販売活動を展開いたしたものの、企業の設備投資の停滞 


   や個人消費の減速の影響により、当第１四半期の連結売上高は16億３千６百万円となりました。 


    これに伴い損益に関しましては、徹底した経費削減策を実施したものの、営業損失１千７百万円、経常損失


   １千６百万円、連結四半期純損失２百万円となりました。  


    事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 


  （ロボット機器部門） 


    世界的な不況の影響を受け、国内外の企業の設備投資が停滞したため受注が低迷し、売上高は３億５千８百


   万円にとどまり、営業損失５千９百万円となりました。 


  （文具部門） 


    遊戯場業界向けは回復の基調が見られたものの、個人消費の低迷による影響は大きく、売上高は12億７千７


   百万円となりましたが、経費削減策の効果もあり営業利益は４千２百万円となりました。 


    当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末と比較して６億７千６百万円減少し、77億４


   千２百万円となりました。このうち流動資産は受取手形及び売掛金が減少したことにより３億４百万円減少 


   し、45億３千４百万円となりました。固定資産は投資有価証券の売却及び保険積立金の解約等により３億７千


   ２百万円減少し、32億７百万円となりました。 


    当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比較して６億５千９百万円減少して55億３


   千３百万円となりました。流動負債は支払手形及び買掛金の減少２億１千９百万円、短期借入金の減少３億９


   百万円、１年内返済長期借入金の増加３億円、１年内償還社債の増加３億２千万円があり、２千６百万円増加


   して41億２千１百万円となりました。固定負債は、社債３億５千５百万円、長期借入金３億８百万円の減少に


   より６億８千６百万円減少し、14億１千２百万円となりました。 


    当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末と比較して利益剰余金、その他有価証券評


   価差額金の減少により１千７百万円減少し、22億８百万円となりました。 


  （2）キャッシュ・フローの状況 


    当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末と比


   較して１千６百万円減少し、当第１四半期連結会計期間末には６億６千３百万円となりました。  


  （営業活動によるキャッシュ・フロー） 


    営業活動の結果得られた資金は２千４百万円です。主な要因は売上債権の減少額３億５千６百万円、仕入債


   債務の減少額２億２千８百万円、棚卸資産の増加額７千３百万円です。 


  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 


    投資活動の結果得られた資金は３億５百万円です。主な要因は投資有価証券の売却による収入９千９百万 


   円、保険積立金の解約等による収入２億５千５百万円、有形固定資産の取得による支出４千９百万円です。 


  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 


    財務活動の結果使用した資金は３億５千２百万円です。主な要因は長短借入金の返済による支出３億１千７


   百万円、社債の償還による支出３千５百万円です。 


 （3）事業上及び財務上の対処すべき課題 


    当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新


   たに生じた課題はありません。 
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 （4）研究開発活動 


     当第１四半期連結会計期間における研究開発活動としては、 


     ①ロボット機器部門の新型標準機ＲＺ－Σのデザイン変更 


     ②文具部門の全面光触媒製品開発 


    を行いました。なお当第１四半期連結会計期間における研究開発費の総額は２千５百万円であります。 


 （5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 


     当第１四半期連結会計期間において、当連結会計年度の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更


    及び新たに生じたものはありません。なお、経営戦略の現状と見通しは下記（7）のとおりであります。 


 （6）資金の財源及び資金の流動性についての分析 


   ①資金調達の方法 


    当社グループの運転資金につきましては「営業活動によるキャッシュ・フロー」を原資として、必要な場合


   は金融機関からの短期的な借入れを行い調達することとしております。 


   ②流動性について 


    当第１四半期連結会計期間末において、現金及び預金が６億６千８百万円あり、手元流動性は十分と考えて


   おります。 


 （7）経営者の問題認識と今後の方針について 


     変動の厳しい経済環境の中で安定した収益体制の構築が最重要課題と認識し、下記方針を実施して参りま


    す。 


   ①市場及び消費者ニーズに迅速に対応し、かつ独自性の高い製品開発力及び営業体制の構築 


   ②徹底したコスト削減策の実施による安定した収益体質の確立 


  


第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 


  当第１四半期連結会計期間において主要な設備に重要な異動はありません。 


  


(2）設備の新設、除却等の計画 


  当第１四半期連結会計期間において、設備の新設、除却等の計画はありません。 
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第４【提出会社の状況】 


１【株式等の状況】 


（１）【株式の総数等】 


①【株式の総数】 


②【発行済株式】 


（２）【新株予約権等の状況】 


  該当事項はありません。 


（３）【ライツプランの内容】 


 該当事項はありません。 


（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 


 当社は平成21年３月27日開催の第96期定時株主総会において、下記のとおり資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰


 余金の処分について決議いたしました。 


 記 


 １．資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の目的 


    多額の累積損失を解消し、また、今後の柔軟かつ機動的な資本政策に備えるため、資本金及び資本準備金の額を


   減少し、これにより欠損の填補を行うものであります。 


    なお、発行済株式総数の変更はいたしません。 


 ２．減少する資本金の額 


    資本金5,381,449千円のうち3,381,449千円を減少させ、減少後の資本金を2,000,000千円といたします。 


 ３．減少する資本準備金の額 


    資本準備金500,000千円の全額を減少し、減少後の資本準備金を0円といたします。 


 ４．剰余金の処分 


    資本金及び資本準備金減少により増加するその他資本剰余金3,881,449千円のうち3,512,754千円を欠損の填 


   補に充て、填補後のその他資本剰余金368,695千円といたします。 


 ５．資本金及び資本準備金の額の減少の効力を生ずる日 


    平成21年５月１日 


（５）【大株主の状況】 


 当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。 


  


種類 発行可能株式総数（株） 


普通株式 60,000,000 


計 60,000,000 


種類 
第１四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成21年３月31日） 


提出日現在発行数（株） 
（平成21年５月15日） 


上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名  


内容 


普通株式 44,710,587 44,710,587 
東京証券取引所 


（市場第二部） 
1,000株 


計 44,710,587 44,710,587 － 1,000株 


年月日 
発行済株式総
数増減数 


（株） 


発行済株式総
数残高（株）


資本金増減額
（千円） 


資本金残高
（千円） 


資本準備金増
減額（千円） 


資本準備金残
高（千円） 


平成21年１月１日～ 


平成21年３月31日  


  


－ 44,710,587 － 5,381,449 － 500,000 
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（６）【議決権の状況】 


 当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができませ


んので、直前の基準日である平成20年12月31日現在の株主名簿により記載しております。 


①【発行済株式】 


 （注）  「完全議決権株式（その他）」の株式数欄には証券保管振替機構名義の株式18,000株を含めておりますが、議


決権の数欄では当該議決権数18個を除いて記載しております。 


  


②【自己株式等】 


  


２【株価の推移】 


【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 


 （注） 株価は東京証券取引所市場第二部におけるものであります。 


３【役員の状況】 


 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 


  


  


  


  


平成20年12月31日現在


区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 


無議決権株式 － －  － 


議決権制限株式（自己株式等） － －  － 


議決権制限株式（その他） － －  － 


完全議決権株式（自己株式等） 
普通株式 


 93,000 
－  － 


完全議決権株式（その他） 


普通株式  


44,188,000 


 


44,170  － 


単元未満株式 
普通株式 


 429,587 
－ 


一単元(1,000株)未満の


株式 


発行済株式総数 44,710,587 － － 


総株主の議決権 － 44,170 － 


平成20年12月31日現在


所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株）


他人名義所有
株式数（株）


所有株式数の
合計（株） 


発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)


セーラー万年筆株式会


社 


東京都江東区毛利二丁目


10番18号  
93,000 － 93,000 0.21 


計 － 93,000 － 93,000 0.21 


月別 
平成21年 
１月 


２月 ３月 


最高（円） 49 69 62 


最低（円） 41 28 41 
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第５【経理の状況】 


１．四半期連結財務諸表の作成方法について 


 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府


令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 


２．監査証明について 


 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成21年１月１日から


平成21年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人日本橋事務所による四半期レビューを受けて


おります。 
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 


（単位：千円）


当第１四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日) 


前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 


資産の部   


流動資産   


現金及び預金 668,157 684,208


受取手形及び売掛金 1,786,388 2,139,218


たな卸資産 ※３  1,954,253 1,875,619


その他 144,078 158,364


貸倒引当金 △18,061 △18,089


流動資産合計 4,534,817 4,839,321


固定資産   


有形固定資産 ※１  2,182,404 2,197,831


無形固定資産 15,514 17,644


投資その他の資産   


投資有価証券 847,430 925,302


その他 476,055 751,630


貸倒引当金 △313,934 △312,613


投資その他の資産合計 1,009,551 1,364,320


固定資産合計 3,207,471 3,579,796


資産合計 7,742,289 8,419,117


負債の部   


流動負債   


支払手形及び買掛金 1,088,498 1,307,543


短期借入金 1,822,900 2,132,000


1年内返済予定の長期借入金 433,200 133,200


1年内償還予定の社債 590,000 270,000


未払法人税等 9,020 27,169


賞与引当金 21,510 12,605


その他 156,646 212,801


流動負債合計 4,121,775 4,095,319


固定負債   


社債 － 355,000


長期借入金 50,200 358,500


退職給付引当金 894,950 894,950


繰延税金負債 19,625 42,498


再評価に係る繰延税金負債 447,293 447,293


固定負債合計 1,412,069 2,098,242


負債合計 5,533,845 6,193,562
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（単位：千円）


当第１四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日) 


前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 


純資産の部   


株主資本   


資本金 5,381,449 5,381,449


資本剰余金 500,000 500,000


利益剰余金 △3,428,949 △3,426,141


自己株式 △18,608 △18,608


株主資本合計 2,433,892 2,436,699


評価・換算差額等   


その他有価証券評価差額金 69,694 86,277


土地再評価差額金 △309,014 △309,014


為替換算調整勘定 △5,109 △6,103


評価・換算差額等合計 △244,429 △228,839


少数株主持分 18,981 17,695


純資産合計 2,208,444 2,225,555


負債純資産合計 7,742,289 8,419,117
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 


（単位：千円）


当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年３月31日) 


売上高 1,636,764


売上原価 1,154,404


売上総利益 482,360


販売費及び一般管理費 ※１  499,641


営業損失（△） △17,281


営業外収益  


受取利息 305


受取配当金 2,589


為替差益 5,794


持分法による投資利益 11,991


その他 1,263


営業外収益合計 21,943


営業外費用  


支払利息 19,286


その他 2,324


営業外費用合計 21,611


経常損失（△） △16,949


特別利益  


投資有価証券売却益 47,808


特別利益合計 47,808


特別損失  


たな卸資産評価損 6,380


貸倒引当金繰入額 1,281


保険解約損 21,474


特別損失合計 29,135


税金等調整前四半期純利益 1,722


法人税、住民税及び事業税 5,343


少数株主利益 812


四半期純損失（△） △2,807
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 


（単位：千円）


当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 


 至 平成21年３月31日) 


営業活動によるキャッシュ・フロー  


税金等調整前四半期純利益 1,722


減価償却費 34,519


貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,293


受取利息及び受取配当金 △2,894


支払利息 19,286


持分法による投資損益（△は益） △11,991


投資有価証券売却損益（△は益） △47,808


保険解約損益（△は益） 21,474


売上債権の増減額（△は増加） 356,161


たな卸資産の増減額（△は増加） △73,043


仕入債務の増減額（△は減少） △228,836


その他 △4,308


小計 65,576


利息及び配当金の受取額 2,894


利息の支払額 △16,553


法人税等の支払額 △27,169


営業活動によるキャッシュ・フロー 24,747


投資活動によるキャッシュ・フロー  


定期預金の預入による支出 △5,000


定期預金の払戻による収入 5,000


有形固定資産の取得による支出 △49,074


投資有価証券の売却による収入 99,632


貸付けによる支出 △2,000


貸付金の回収による収入 1,060


保険積立金の解約による収入 254,813


その他 792


投資活動によるキャッシュ・フロー 305,223


財務活動によるキャッシュ・フロー  


短期借入金の純増減額（△は減少） △309,100


長期借入金の返済による支出 △8,300


社債の償還による支出 △35,000


財務活動によるキャッシュ・フロー △352,400


現金及び現金同等物に係る換算差額 6,378


現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △16,050


現金及び現金同等物の期首残高 679,208


現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  663,157
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 


【簡便な会計処理】 


【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 


     該当事項はありません。 


  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成21年１月１日 
至 平成21年３月31日） 


１．会計処理基準に関する事


項の変更 


「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適


用 


 通常の販売目的で保有するたな卸資産に


ついては、従来、主として総平均法による


原価法によっておりましたが、当第１四半


期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関


する会計基準」（企業会計基準第９号）が


適用されたことに伴い、主として総平均法


による原価法（貸借対照表価額については


収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）


により算定しております。 


 この結果、従来の方法によった場合に比


べて、営業損失は６百万円増加し、経常損


失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞ


れ同額増加しております。 


  


  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成21年１月１日 
至 平成21年３月31日） 


１．固定資産の減価償却費の


算定方法 


 定率法を採用している資産については、


連結会計年度に係る減価償却費の額を期間


按分して算定する方法によっております。


２．たな卸資産の評価方法  たな卸資産の簿価切下げに関しては、収


益性の低下が明らかなものについてのみ正


味売却価額を見積もり、簿価切下げを行う


方法によっております。 
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【注記事項】 


（四半期連結貸借対照表関係） 


（四半期連結損益計算書関係） 


（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 


（株主資本等関係） 


当第１四半期連結会計期間末（平成21年３月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至


平成21年３月31日） 


１．発行済株式の種類及び総数 


  普通株式     44,710,587株 
  


２．自己株式の種類及び株式数 


  普通株式              98,413株 
  


３．新株予約権等に関する事項 


  該当事項はありません。 
  


４．配当に関する事項 


  該当事項はありません。 
  


５．株主資本の金額の著しい変動に関する事項 


  該当事項はありません。 


当第１四半期連結会計期間末 
（平成21年３月31日） 


前連結会計年度末 
（平成20年12月31日） 


※１．有形固定資産の減価償却累計額  4,601,114千円 ※１．有形固定資産の減価償却累計額  4,569,078千円


  ２．受取手形割引高          229,072千円   ２．受取手形割引高           151,174千円


 ※３．たな卸資産の内容は以下のとおりであります。 


    商品           320,665千円 


    製品           753,251 


    原材料                    632,324 


    仕掛品                    209,611 


    貯蔵品                     38,400 


 ※３．       ───    
  


当第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年１月１日 
至 平成21年３月31日） 


※１．販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ


   ります。 
  
 広告宣伝費         34,742千円 


 運賃荷造費         37,280 


 従業員給与・手当      173,779  


 従業員賞与                   5,126 


 減価償却費                   6,203 


 旅費交通費                  38,435 


 退職給付費用                 6,460 


当第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年１月１日 
至 平成21年３月31日） 


※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸 


   借対照表に掲記されている科目の金額との関係 


（平成21年３月31日現在）


 現金及び預金勘定 668,157千円 


 預入期間が３ヶ月超の定期預金等 △5,000  


 現金及び現金同等物 663,157  
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（リース取引関係） 


  該当事項はありません。 
  
（有価証券関係） 


   該当事項はありません。 
  
（デリバティブ取引関係） 


   該当事項はありません。 
  
（ストック・オプション等関係） 


      該当事項はありません。 


（セグメント情報） 


【事業の種類別セグメント情報】 


当第１四半期連結累計期間（自平成21年１月１日 至平成21年３月31日） 


 （注）１．事業区分の方法 


事業は製品の種類・性質及び市場の類似性を考慮して区分しております。 


２．各区分に属する主要な製品 


ロボット機器   射出成形品自動取出装置、自動組立装置、自動ストック装置等 


文具       万年筆、ボールペン、シャープペンシル、マーキングペン、加圧式塗布具、インキ、レ


フィール、景品払出機、印刷関連用品、他社製筆記具、日用雑貨品等 


【所在地別セグメント情報】 


当第１四半期連結累計期間（自平成21年１月１日 至平成21年３月31日） 


 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 


２．日本以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 


(1）北米………………米国 


 (2）欧州………………イギリス 


【海外売上高】 


当第１四半期連結累計期間（自平成21年１月１日 至平成21年３月31日） 


 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 


２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 


(1）アジア…………台湾、韓国、タイ他 


(2）欧州……………イギリス、フランス、スペイン、イタリア他 


(3）北米……………米国、カナダ 


３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 


  
ロボット機器
（千円） 


文具 
（千円） 


計 
（千円） 


消去又は全社 
（千円） 


連結 
（千円） 


売 上 高           


(1)外部顧客に対する売上高 358,771 1,277,993 1,636,764 － 1,636,764 


(2)セグメント間の内部売上高又


は振替高 
－ － － － － 


計 358,771 1,277,993 1,636,764 － 1,636,764 


営業利益又は営業損失(△) △59,621 42,339 △17,281 － △17,281 


  
日本 


（千円） 
北米 


（千円） 
欧州 


（千円） 
計 


（千円） 
消去又は全 
社（千円） 


連結 
（千円） 


売 上 高             
(1)外部顧客に対する売上高 1,517,763 89,332 29,668 1,636,764 － 1,636,764 
(2)セグメント間の内部売上高


又は振替高 
－ － － － － －


計 1,517,763 89,332 29,668 1,636,764 － 1,636,764 
営業利益又は営業損失(△) △16,483 △1,924 1,126 △17,281 － △17,281


  アジア 欧州 北米 その他 計 


Ⅰ 海外売上高（千円） 46,018 25,462 92,002 2,941 166,425 
Ⅱ 連結売上高（千円） － － － － 1,636,764 
Ⅲ 海外売上高の連結売上高に占める割合(％) 2.8 1.6 5.6 0.2 10.2 
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（１株当たり情報） 


１．１株当たり純資産額 


２．１株当たり四半期純損失金額等 


 （注）１．１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 


    ２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 


（重要な後発事象） 


２【その他】 


  該当事項はありません。 


  


第二部【提出会社の保証会社等の情報】 


 該当事項はありません。 


当第１四半期連結会計期間末 
（平成21年３月31日） 


前連結会計年度末 
（平成20年12月31日） 


１株当たり純資産額 49.08 円 １株当たり純資産額 49.49円


当第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年１月１日 
至 平成21年３月31日） 


１株当たり四半期純損失金額 △0.06円


潜在株式調整後１株当たり四半期


純利益金額 
－円


  
当第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年１月１日 
至 平成21年３月31日） 


１株当たり四半期純損失金額   


四半期純損失（千円） △2,807 


普通株主に帰属しない金額（千円） － 


普通株式に係る四半期純損失（千円） △2,807 


期中平均株式数（株） 44,615,320 


当第１四半期連結会計期間 
（自 平成21年１月１日 
至 平成21年３月31日） 


 平成21年３月27日開催の第96期定時株主総会において決


議した資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処


分について、平成21年５月１日に効力が生じました。 


 詳細については、第４ 提出会社の状況 １[株式等の


状況](4)「発行済株式総数、資本金等の推移」（注）に記


載のとおりであります。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  


平成21年５月14日


セーラー万年筆株式会社 


取締役会 御中 


監査法人日本橋事務所 


 
指定社員
業務執行社員  


公認会計士 森岡 健二  印 


 
指定社員
業務執行社員  


公認会計士 遠藤 洋一  印 


 
指定社員
業務執行社員  


公認会計士 千保 有之  印 


 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている 


セーラー万年筆株式会社の平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成


21年１月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損


益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責


任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 


 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ


た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析


的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠


して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 


 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め


られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セーラー万年筆株式会社及び連結子会社の平成21年３月31日現在の財


政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して


いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 


 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 


以 上 


 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期


      報告書提出会社）が別途保管しております。 


    ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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